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消 防 総 務 
 

１ 消防概要 

昭和30年5月に市役所総務課に消防係を設置、同年10月に在日米陸軍相模総合補給廠から寄贈された消防ポ

ンプ車1台、市職員15名による特設消防隊を編成した。また、昭和31年5月には市役所行政機構改革により、消

防係が民生部消防課に昇格。昭和32年9月市議会において常備消防の設置が決定し、翌年昭和33年1月に消防本

部を設置、消防士12名採用、同年4月消防署を開設し、6人編成による消防隊を配置した。 

以来、消防施設装備の改善と近代化及び常備消防の強化を図っている。 

平成18年3月20日、本市が津久井郡津久井町及び相模湖町と合併し市域が拡大するとともに、津久井郡広域

行政組合消防本部と組織統合し、旧組合消防本部の管轄区域であった津久井郡城山町及び藤野町の常備消防事

務を受託していたが、平成19年3月11日の市町合併により両町も本市の管轄区域となった。平成19年4月、市役

所の組織改正に伴い、本部の名称が「相模原市消防本部」から「相模原市消防局」に変更となった。 

消防局は1局(6課)、4消防署(7課15分署1出張所1派出所)で、職員定数732名である。 

また、消防団は明治中期ごろまでは｢消防組｣といい、集落ごとに15歳以上40歳以下の青年で組織し、消防、

祭典、その他一般行事などにあたり、義勇消防の性格を有していた。その後、明治27年2月に｢消防組規則｣が制

定され、当時警察署の管轄のもとに組織化された消防組が誕生した。 

昭和22年に｢消防組織法｣が公布され相模原町消防団が発足し、現在の原形となった。その後、相模原市消防

団は、再編成と定員調整を行うとともに、平成18年3月20日の市町合併により3団体制となり、さらに、平成19

年3月11日の市町合併により5団体制となった。 

平成24年4月1日には、地震等大規模災害時における指揮命令系統の一元化等を図るため、5団体制から1団6

方面隊体制へと組織を再編し、令和2年4月1日現在34分団106部、定数1,710名となっている。 

現在の主な活動は、水火災や震災での防ぎょ活動をはじめ訓練・研修のほか、職員とともに市民への火災予

防広報や防災訓練の支援などの消防活動を行っている。 

 

２ 予算  

予算の執行管理総括                          （単位：千円） 

区分 令和2年度 令和元年度 比較 伸率（％） 

一般会計総額 307,200,000 302,400,000 4,800,000 1.6 

常備消防費 7,470,717 7,232,394 238,323 3.3 

非常備消防費 431,678 382,975 48,703 12.7 

消防施設費 365,399 291,498 73,901 25.4 

消防費総計 8,267,794 7,906,867 360,927 4.6 

 

３ 主な事業（令和元年度） 

（１）消防施設等の整備 

・津久井消防署整備事業（基本設計業務） 

 

（２）研修 

消防に関する知識及び技能の向上を図るため、職員を消防学校等へ派遣した。 

区 分 受講者数（人） 区 分 受講者数（人） 区 分 受講者数（人）

消防学校教育 168 職場研修 573 救急救命士養成 2 

消防大学校教育 24 派遣研修 226 基本研修   177 

資格取得研修 116 
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４ 消防施設 

（令和2.4.1現在） 

名    称 所 在 地 
構造 

面積［敷地面積］ 

開署年月 

（改築年月等） 

相模原市消防局 
中央区中央 

2丁目2番15号 

鉄筋コンクリート 

3階建  2,249㎡ ［3,658㎡］ 

昭和33年1月 

昭和47年6月 （移転） 

消防指令センター 同      上 
鉄筋コンクリート 

4階建  4,501㎡ ［局と同敷地］ 
平成2年4月 

相模原消防署 同      上 局に同じ 局に同じ 

 

田名分署 
中央区田名 

4841番地3 

鉄筋コンクリート 

2階建、一部3階建  1,690㎡ ［1,927㎡］ 

昭和45年1月 

平成13年10月（移転） 

淵野辺分署 
中央区淵野辺本町 

3丁目1番8号 

鉄筋コンクリート 

2階建  951㎡ ［1,269㎡］ 

昭和40年12月 

昭和61年3月 （移転） 

緑が丘分署 
中央区緑が丘 

1丁目32番25号 

鉄筋コンクリート 

2階建  968㎡［2,370㎡］ 
昭和57年4月 

上溝分署 
中央区上溝 

2163番地9 

鉄筋コンクリート 

3階建  1,186㎡［1,811㎡］ 
平成3年6月 

南消防署 
南区相模大野 

5丁目34番1号 

鉄筋コンクリート 

3階建  2,228㎡ ［2,520㎡］ 

昭和36年6月 

昭和50年4月 （昇格） 

昭和62年7月 （移転） 

 

麻溝台分署 
南区麻溝台 

8丁目38番20号 

鉄筋コンクリート 

2階建  332㎡ ［653㎡］ 
昭和47年12月 

新磯分署 
南区磯部 

1229番地1 

鉄筋コンクリート 

2階建  1,176㎡［2,311㎡］ 
平成18年10月 

東林分署 
南区東林間 

7丁目35番25号 

鉄筋コンクリート 

2階建  252㎡［1,923㎡］ 
昭和51年4月 

大沼分署 
南区古淵 

3丁目15番8号 

鉄筋コンクリート 

2階建  1,188㎡［1,524㎡］ 

昭和52年4月 

平成8年3月  （増築） 

相武台分署 
南区新磯野 

2丁目51番1号 

鉄筋コンクリート 

2階建  1,216㎡ ［1,895㎡］ 
昭和60年4月 

上鶴間分署 
南区相模大野 

7丁目40番4号 

鉄筋コンクリート 

2階建  1,187㎡［1,880㎡］ 
平成4年6月 

北消防署 
緑区橋本 

4丁目16番6号 

鉄筋コンクリート 

2階建  1,473㎡［1,598㎡］ 

昭和37年7月 

昭和49年3月 （移転） 

平成11年10月（増築・昇格) 

 

大沢分署 
緑区大島 

1745番地1 

鉄筋コンクリート 

2階建  1,189㎡ ［2,373㎡］ 

昭和50年4月 

平成8年5月  （移転） 

相原分署 
緑区相原 

4丁目14番9号 

鉄筋コンクリート 

2階建 595㎡［1,783㎡］ 

昭和53年4月 

平成27年3月 （改築） 

城山分署 
緑区川尻 

1699番地1 

鉄筋コンクリート 

2階建  727㎡［1,793㎡］ 

昭和49年4月 

平成7年4月  （移転） 

津久井消防署 
緑区寸沢嵐 

574番地2 

鉄筋コンクリート 

3階建  937㎡ ［1,649㎡］ 

昭和48年3月 

平成2年4月  （増築） 

平成18年3月 （合併） 

 

救急隊派出所 
緑区太井 

157番地1 

軽量鉄骨造 

平屋建  155㎡ ［541㎡］ 
平成10年4月 

藤野分署 
緑区吉野 

433番地1 

鉄筋コンクリート 

2階建  630㎡［1,011㎡］ 

昭和49年4月 

平成25年4月 （移転） 

青根分署 
緑区青根 

1372番地1 

鉄筋コンクリート 

2階建  456.3㎡ ［1,419㎡］ 

昭和49年4月 

平成30年4月 （移転） 

鳥屋出張所 
緑区鳥屋 

789番地7 

鉄筋コンクリート 

平屋建  165㎡［712㎡］ 
昭和49年4月 

下溝防災消防訓練場 
南区下溝 

3042番地2 
［8,274㎡］ 平成6年4月 

三井防災消防訓練場 
緑区三井 

352番地4 
［7,921㎡］ 平成25年2月 
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５ 消防団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消防総務課】 

第 １ 分 団 ７部 

第 ２ 分 団 ７部 

第 ３ 分 団 ５部 

第 ４ 分 団 ５部 

第 １ 分 団 ４部 

第 ２ 分 団 ５部 

第 ３ 分 団 ８部 

第 ４ 分 団 ３部 

第 １ 分 団 ３部 

第 ２ 分 団 ９部 

第 ３ 分 団 ３部 

第 ４ 分 団 ３部 

第 ５ 分 団 ４部 

第 ６ 分 団 １部 

第 １ 分 団 ２部 

第 ２ 分 団 ３部 

第 ３ 分 団 ３部 

第 ４ 分 団 ３部 

第 ５ 分 団 ４部 

第 ６ 分 団 ３部 

第 ７ 分 団 ３部 

第 ８ 分 団 ３部 

第 １ 分 団 

第 ２ 分 団 

第 ３ 分 団 

第 ４ 分 団 

吉 野 分 団 ２部 

小 渕 分 団 ２部 

沢 井 分 団 １部 

日 連 分 団 ２部 

名 倉 分 団 ２部 

牧 野 分 団 ４部 

佐 野 川 分 団 ２部 

女 性 分 団 

ラ ッ パ 隊 

相
模
原
市
長

方
面
隊
長 

副
方
面
隊
長 

【中央方面隊】

相
模
原
市
消
防
団
長 

方
面
隊
長 

方
面
隊
長 

方
面
隊
長 

方
面
隊
長 

方
面
隊
長 

副
方
面
隊
長 

副
方
面
隊
長 

副
方
面
隊
長 

副
方
面
隊
長 

副
方
面
隊
長 

【南方面隊】

【北方面隊】

【津久井方面隊】

【相模湖方面隊】

【藤野方面隊】 
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予 防 
 

１ 火災予防の啓発活動 

  火災の発生防止及び火災発生時の早期通報、初期消火、安全な避難などの一連の行動が、的確・迅速に行わ

れるためには、市民一人一人の火災予防に対する理解と認識が必要である。 

  そこで、春、秋の火災予防運動をはじめ、自主防災組織、事業所の消防訓練時など、あらゆる機会を捉えて、

市民の火災予防思想の高揚を図るための啓発活動を実施している。 

  また、（公社）相模原市防災協会においても、防火・防災に関する知識の普及啓発事業や指導育成事業等を実

施し、災害の未然防止と被害の軽減について、市民や行政と一体となった活動を展開することにより、災害に

強いまちづくりの推進を図っている。 

 

２ 委託業務 

予防事務の効率的かつ効果的な事務を行なうために、（公社）相模原市防災協会へ次の業務を委託している。 

業       務 内         容 

自衛消防訓練起震車等運用業務 
自衛消防組織の消防訓練の充実を図るため、震度体験及び煙

体験の運用、指導を委託している。 

一人暮らし高齢者家庭等防火啓発訪問業務 
一人暮らしの高齢者家庭等を対象に、訪問による住宅防火診

断を委託している。 

 

３ 火災発生件数 

区分 

(年) 

火  災  種  別 焼

損

棟

数 

(

㎡

)  

建
物
焼
損
面
積 

(

千

円

) 

損

害

額 

り  災 死

者

(

人

) 

負

傷

者(

人) 

建

物

火

災 

林

野

火

災 
車

両

火

災 

そ
の
他
火
災 

合

計 

世

帯 

人

員 

H29 77 2 14 51 144 106 2,274 400,673 77 170 10 24

H30 86 4 17 35 142 110 2,661 262,991 99 204 9 37

R1 89 3 13 36 141 126 2,160 255,125 80 296 5 27
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４ 防火対象物の地区別・署別・中高層建築物の状況                （令和2.4.1現在  単位：棟） 

地区別 階層 
 

3階 4階 5階 6階 7階 8階 9階 10階 
11階 

以上 

地下

1階

地下2

階以上

合  計 8,344 4,305  1,682  1,069 394 318 157 93 96  230 1,182 57 

緑
区 

小    計 1,462 798  260  197 67 52 23 13 19  33 216 20 
橋  本 1,036 518  206  126 60 45 21 12 17  31 108 10 
大  沢 179 95  18  55 3 3 1 0 2  2 20 1 
城  山 93 73  15  4 1 0 0 0 0  0 17 3 
津 久 井 71 48  15  6 1 1 0 0 0  0 30 4 
相 模 湖 39 32  3  3 1 0 0 0 0  0 15 0 
藤  野 44 32  3  3 1 3 1 1 0  0 26 2 

中
央
区 

小    計 3,567 1,771  750  455 145 141 92 52 50  111 488 15 
小  山 308 140  61  31 8 12 13 8 9  26 47 1 
横  山 194 89  43  40 4 9 3 1 5  0 13 0 
清  新 605 241  140  90 31 30 22 12 13  26 103 4 
中  央 811 371  206  96 36 31 23 10 10  28 109 7 
星 が 丘 272 162  65  22 6 8 4 2 1  2 42 1 
光 が 丘 104 74  20 4 2 2 0 1 1  0 15 0 
大 野 北 850 429  148  126 44 37 19 16 10  21 107 1 
上  溝 227 137  32  25 11 9 5 2 0  6 29 0 
田  名 196 128  35  21 3 3 3 0 1  2 23 1 

南
区 

小    計 3,315 1,736  672  417 182 125 42 28 27  86 478 22 
大 野 中 482 274  76  82 19 12 4 5 2  8 64 5 
大 野 南 1,142 571  189  115 78 64 25 16 20  64 182 9 
麻  溝 137 77  28  14 10 4 2 0 1  1 37 2 
新  磯 24 17  4  1 2 0 0 0 0  0 6 0 
相 模 台 587 344  107  86 23 15 5 3 0  4 65 2
相 武 台 337 123  138  60 14 1 1 0 0  0 24 1 
東  林 606 330  130  59 36 29 5 4 4  9 100 3 

署  別 
階層 

署別計 
3階 4階 5階 6階 7階 8階 9階 10階 

11階 
以上 

地下
1階

地下2
階以上

合  計 8,344  4,305  1,682  1,069 394 318 157 93 96  230 1,182 57 

相
模
原
署 

小    計 3,567  1,771  750  455 145 141 92 52 50  111 488 15 
本    署 1,620  672  370  230 75 73 57 30 33  80 242 10 
田名分署 197  129  35  21 3 3 3 0 1  2 23 1 
淵野辺分署 819  409  147  122 40 36 19 15 10  21 103 1 
緑が丘分署 519  323  124  37 13 11 3 4 2  2 72 3 
上溝分署 412  238  74  45 14 18 10 3 4  6 48 0 

南
署 

小   計 3,315  1,736  672  417 182 125 42 28 27  86 478 22 
本    署 873  456  161  95 42 48 17 11 10  33 131 6 
麻溝台分署 325  173  52  72 15 6 4 1 1  1 48 0 
新磯分署 114  79  25  5 4 1 0 0 0  0 23 2 
東林分署 506  267  118  48 32 22 5 3 4  7 83 2 
大沼分署 409  234  63  67 17 9 4 5 2  8 55 4 
相武台分署 474  216  166  68 18 2 2 0 0  2 42 2 
上鶴間分署 614  311  87  62 54 37 10 8 10  35 96 6 

北
署 

小   計 1,308  686  239  185 64 48 22 12 19  33 145 14 
本    署 650  306  122  81 51 32 14 8 13  23 78 7 
大沢分署 179  95  18  55 3 3 1 0 2  2 20 1 
相原分署 386  212  84  45 9 13 7 4 4  8 30 3 
城山分署 93  73  15  4 1 0 0 0 0  0 17 3 

津
久
井
署 

小    計 154  112  21  12 3 4 1 1 0  0 71 6 
本    署 78  55  12  8 2 1 0 0 0  0 30 3 
藤野分署 46  34  3  3 1 3 1 1 0  0 26 2 
青根分署 3  3  0  0 0 0 0 0 0  0 2 0 
鳥屋出張所 27  20  6  1 0 0 0 0 0  0 13 1 

【予防課】 

地区別計 
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危 険 物 保 安 
 

１ 危険物施設等の保安活動 

   危険物、高圧ガス及び火薬類を取り扱う事業所は、関係法令により製造、貯蔵及び取扱いが規制され、自主

保安活動が強く求められているが、施設の老朽化による劣化や機器の構造上の問題が原因で事故が発生してい

るのが現状である。また、これらの事業所で事故が発生すると、人的・物的に大きな被害が及ぶことがあり、

事業所における保安活動の強化と事故防止の徹底が最も重要である。 

  本市では、危険物、高圧ガス及び火薬類を取り扱う事業所に対し、事故要因への対策を適切に講じるよう指

導するとともに立入検査、講習会、訓練、安全週間等あらゆる機会を捉え、事故防止に係る広報活動を実施し、

自主保安体制の強化を促進している。 

 

２ 危険物施設の状況                            (令和2.4.1現在  単位：件) 

製  

造  

所 

貯        蔵        所 取    扱    所 

合       

計 

貯  

蔵  

所 

屋      

内 

貯  

蔵  

所 

屋
外
タ
ン
ク 

貯  

蔵  

所 

屋
内
タ
ン
ク 

貯  

蔵  
所 

地
下
タ
ン
ク 

貯  

蔵  

所 
簡
易
タ
ン
ク 

貯  

蔵  

所 

移
動
タ
ン
ク 

貯  

蔵  

所 

屋      

外 

取  

扱  

所 

給      

油 

取  

扱  

所 

第
一
種
販
売 

取  

扱  

所 

第
二
種
販
売 

取  

扱  

所 

一      

般 

9 192 19 13 196 4 92 15 141 6 3 182 872 

 

３ 高圧ガス施設の状況        (令和2.4.1現在  単位：件) 

製造者 

消
費
施
設 

特
定
高
圧
ガ
ス 

容

器

検

査

所

販
売
事
業
所 

貯蔵所 

合 
 

計 

製
造
施
設 

第
一
種 

製
造
施
設 

第
二
種 

貯
蔵
所 

第
一
種 

貯
蔵
所 

第
二
種 

45 318 19 16 250 9 53 710 

 

４ 火薬類施設の状況 (令和2.4.1現在  単位：件) 

製

造

所 

販
売
事
業
所

火

薬

庫 

貯
蔵
所 

合

計 

3 14 16 19 52 

 

【危険物保安課】 
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警 防 
 

１ 消防体制                                 (令和2.4.1現在 単位：台) 

           

区分 

 

 

消防車両 

消

防

局 

相
模
原
本
署 

田

名

分

署 

淵
野
辺
分
署 

緑
が
丘
分
署 

上

溝

分

署 

南

本

署 

麻
溝
台
分
署 

新

磯

分

署 

東

林

分

署 

大

沼

分

署 

相
武
台
分
署 

上
鶴
間
分
署 

北

本

署 

大

沢

分

署 

相

原

分

署 

城

山

分

署 

津
久
井
本
署 

本
署
救
急
隊
派
出
所 

藤

野

分

署 
青

根

分

署 

鳥
屋
出
張
所 

合 
 
 
 
 
 

計 

水槽付消防 

ポンプ自動車 
－ 1 － 2 － 2 1 1 － － － 1 1 1 － － － － － － － －  10

消防ポンプ 

自動車 
－ － － － 1 － － － 1 1 2 1 － － 2 1 － 1 － 1 1 2 14

救助工作車 － 1 1 － － － 1 － － － － － － － － － － 2 － － － －   5

救助資機材車 － 1 1 － － － － － － － － 1 － － － － 1 － － － － －   4

高規格救急 

自動車 
－ 3 1 1 2 1 3 － 1 － 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 － 25

は し ご 車 － 1 － － － － 1 － － － － 1 － 1 － － － 1 － － － －   5

高所救助車 － － － － 1 － － － － － － － － － － － － － － － － －   1

小型消防車 － － － － － － 1 － － － － 1 － － － － － － － － － －   2

化 学 車 － － 1 － － 1 － － － － － － － － － － 1 － － － － －   3

指 揮 車 － 1 － － － － 1 － － － － － － 1 － － － 1 － － － －   4

査 察 車 － 2 － － － － 2 － － － － － － 2 － － － 1 － － － －   7

そ の 他 8 7 2 2 3 2 6 1 2 1 2 2 2 4 2 3 4 11 － 3 2 2  71

合      計 8 17 6 5 7 6 16 2 4 2 5 8 4 10 6 5 7 19 1 5 4 4 151

※非常用車両を含む 

 

２ 防火水槽（公設）            (令和2.4.1現在  単位：基) 
 

  署別 

 

 

容量 

相
模
原
消
防
署

南
消
防
署 

北
消
防
署 

津
久
井
消
防
署 

合      

計 

20㎥未満  15   9  13  62 99 

20㎥級 142  97 102  48 389 

40㎥級 155 136 223 486 1,000 

60㎥級   1   2   7 － 10 

100㎥級  11   6   2   3 22 

合   計 324 250 347 599 1,520 
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３  消火栓（公設）             (令和2.4.1現在 単位：基) 

相模原消防署 南消防署 北消防署 津久井消防署 合 計 

 50 － － －     5      5 

 75     4    11     4    76   95 

100 1,301 1,176  778   610 3,865 

125 － － －     4     4 

150   803   767   391   248 2,209 

200   302   257   147   130   836 

250    12    10 － －    22 

300   180   214    87     9   490 

350     2     6 － －    8 

400    63    66    22     6   157 

500     3    20     2 －    25 

600     8     5    14 －    27 

800 －     3 － －     3 

合計 2,678 2,535 1,445 1,088 7,746 

 

４ 救急隊出場件数                        (単位：件) 

年 急病 一般負傷 交通事故 その他 合計 

H29 22,289 4,830 2,877 5,877 35,873 

H30 23,908 4,812 2,754 6,024 37,498 

R1  23,924 5,134 2,583 5,868 37,509 

 

５ 救助隊 

火災、交通事故、山岳事故、水難事故、特殊災害等の災害から人命を守るため、相模原消防署本署に特別高

度救助隊、南消防署本署に高度救助隊、相模原消防署田名分署及び津久井消防署本署に特別救助隊を各1隊の計

4隊を配置し、救助隊員数は69名である。 

令和元年中の救助出場件数は763件、救助した人数は246人である。 

 

６ 災害時応援協定 

   消防相互応援協定等 

No 協   定   名   称 No 協   定   名   称 

１ 神奈川県下消防相互応援協定 ７ 相模原市と都留市との消防相互応援協定 

２ 東京消防庁と相模原市との消防相互応援協定 ８ 町田市と相模原市との消防相互応援協定（消防団）

３ 消防相互援助協約（相模原市及び在日米陸軍） ９ 八王子市と相模原市との消防相互応援協定（消防団）

４ 
限定的かつ人道的立入に係る実施協定 

（米軍施設内緊急通行に関する協定） 
10 相模原市と清川村との消防相互応援協定（消防団）

５ 中央高速道路富士吉田線消防相互応援協定 11 相模原市と上野原市との消防相互応援協定（消防団）

６ 相模原市と上野原市との消防相互応援協定 12 相模原市と道志村との消防相互応援協定（消防団）

           【警防課…1～3、5、6】 

【救急課…4】  

 

管口径㎜ 
署別 
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指 令 
 

１ 消防情報管理システム 

  火災、救急をはじめとする災害の受信、消防部隊等への指令及び関係機関への情報連絡をより迅速、確実に

行い、災害時の消防体制の強化や事務の効率化を図るため、消防におけるトータルシステムとして｢消防情報管

理システム｣を導入している。 

 

２ 緊急通報状況 

 市民等からの火災・救急事故等の災害にかかる緊急通報の多くは119番通報であるが、その他に消防局の代

表電話への通報、消防署所への駆け付け通報、関係機関からの専用電話による通報等がある。 

 なお、主な通報の内訳は、携帯電話からが25,642件(全体の約50％）、ＩＰ電話・ケーブル電話からが15,321

件(全体の約30％）、ＮＴＴ(固定)からが8,663件(全体の約17％)、専用線からが2,000件(全体の約4％)である。 

 

（１）119番の通報状況（令和元年中）                            （単位：件） 

区 分 合  計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

火 災 392 61 31 27 29 23 32 40 53 21 23 17 35 

救 急 35,105 3,571 2,532 2,885 2,798 2,732 2,568 2,967 3,296 2,868 2,897 2,804 3,187

救 助 340 23 30 19 32 23 28 32 36 23 35 33 26 

その他

の災害 
781 51 68 65 46 66 34 76 51 94 126 55 49 

試 験 865 72 79 47 55 44 45 128 75 30 42 92 156 

訓 練 

9,461 744 656 745 696 736 742 786 793 773 940 895 955 
間違い 

問合せ 

その他 

他市へ 
1,338 119 95 118 95 103 90 113 136 129 128 105 107 

転送 

他市か

ら転送 
1,344 125 94 108 109 114 120 115 109 96 112 100 142 

合 計 49,626 4,766 3,585 4,014 3,860 3,841 3,659 4,257 4,549 4,034 4,303 4,101 4,657

 

 

（２）119番以外の通報状況（令和元年中）                         （単位：件） 

区 分 合  計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

火 災 108 9 11 11 8 11 10 5 7 7 10 8 11 

救 急 957 89 64 88 90 90 66 69 88 82 83 61 87 

救 助 123 8 9 11 8 7 9 12 10 9 19 6 15 

その他

の災害 
210 9 10 9 14 17 16 18 17 32 39 14 15 

その他 602 55 41 45 38 47 43 55 66 52 59 42 59 

合 計 2,000 170 135 164 158 172 144 159 188 182 210 131 187 

 

 【指令課】 
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